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ケースで考える海外出張での健康管理の基本
（腹痛）

出張先の慣れない環境で体調を崩してしまう方もいらっしゃると思います。今回は出張先で
お腹が痛くなってしまったときの対応、現地の医師へ伝えるべきこと、空港検疫所の活用方
法についてお伝えします。
出張初心者はもちろん、出張経験5年以上の方の知識のアップデートにも
役立ちます。ぜひご参加ください！

【内容】以下を予定していますが、内容を変更する場合があります。
１ 二つのケースで考える腹痛出現時の対応
２ 現地の医師に伝えるべき大切なこと
３ 空港検疫所の効果的な活用

●講師紹介
順天堂大学 医学部
熱帯医学・寄生虫病学講座 

美田 敏宏 教授

1990年長崎大学医学部卒業。
これまで、アジア、アフリカ、メラネシアなど20カ国
を超える熱帯地域に赴き、マラリアを始めとした
熱帯感染症のフィールド研究を行っている。2012
年より現職。

オンライン開催（Microsoft Teams）

●お問い合わせ先
〒104-0053 東京都中央区晴海2-5-24

晴海センタービル5階
一般財団法人日本国際協力システム
総務部人事課
「途上国出張者に役立つ医学講座」担当

E-mail：jinji@jics.or.jp JICS 検索

●参加費
一般 1,000円、学生 無料
当財団職員等からの紹介 無料
※一社、一校からのご参加人数は、3名様までとさせて
いただきます。

●会場
オンライン開催（Microsoft Teams）

●定員 30名

●お申し込み方法 2024年12月16日（月）締切
以下のURLよりお申し込みください。
https://www.jics.or.jp/jigyou/seminar/2024_4.html

申し込み（お問い合わせ)フォームには以下の
情報をご入力ください。
①お名前
②ご連絡先
③ご所属先（企業、大学等）
④講座で特に聞きたい事

感染症対策の最前線を学びましょう！

途上国出張者に役立つ医学講座 
第４回（全５回）
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